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ひとりの スパルタの 旅人が 述べて ゐた。 

「わたしの 国で は 凡ての 人が、 若しも 乱酔 者 を 発見し 

た 場合に は 直ちに 彼 を 捕縛して 厳罰に 処し、 鉄窓の も 

とに つなぐべき 権利 を附 与されて ゐる。 更に 法律 は、 

犯人に 如何なる 口実が あらう とも 裁判に 問 ふべき 余地 

を も 許さず、 従 令 それが ディ ォニ ソス酒 神の 祝祭日で 

あらう とも 断じて 彼 を 釈放せ しめなかった ご —— と。 

僕 は、 まことに 極り もな く 野卑で あり、 破廉恥なる 



可成り 沈着な 態度に 据 つて ゐ るつ もりな の だが、 僕 

の 腕の 先 は 滑稽な 位ゐ 激しく 震へ てゐ て、 断じて シャ 

ッタァ を 切る ことが 適はなかった。 いっか 僕の 体 はさ 

かさまに 水 ふちに のめり、 肘の 先に 触れる 流れの 冷た 

さ を 感じ、 麦藁帽子が 転落して ふわ ふわと 流れて ゐた 

が、 僕 は 草葉の 蔭の 大 格闘に のみ 全力 を 挙げて レンズ 

を 合せようと 眼 を据ゑ 込んで ゐ るの だが 何故か ま 

た 眼が 据 はれば 据る ほど、 度胸！ とで も 云 はう か、 

それが さっぱり 据ら ないで、 写真器 を 構へ る 手の 先 は 

アル中の 如く ふるへ るば かりなの である。 —— f、 

その 間に 二 個の 格闘 体 は (確と 観察 は 出来なかった が、 



遂ひ にべ ッコゥ バチの 突き出した 槍の 先が、 ァシ ナガ 

グモの 団子の やうな 腹部に 命中したら しかった。) 歯 

朶の 葉の 上から 真つ さかさまに 地上に 転落した。 

「アツ！」 

と 僕 は 思 はず 後悔の 叫び を 挙げた。 ところが、 ハチ 

を 胸のう ちに 深く 抱き 込んだ クモ の 脚 は 急激な 痛手で 

一挙に 内に 向って かぢ かんだ ために、 敵 を 抱いた ま、、 

丸く 凝固して、 悶絶した ので、 地に 落ちる といつ しょ 

に 脚 場 もな くころ ころと 急 斜面で ある 歯朶 類の 「大森 

林」 の 中 を 転げて、 あは やとい ふ予猶 もな く、 水の 上 

を 目が けて もん どり を 打った ので ある。 



ようとし たの だが、 

「これ は 鴉の 糞 だ ご 

と 答 へられ たらと 思 ひ 返す と、 突 拍子 もな く ゾッと 

して、 慌て、 川の 中へ 頭 を 突っ込んだ。 そして 僕 は 知 

らん 顔 をして、 理髪 所の 扉 をく、 V つた。 

理髪 所の 主 は、 飲酒家で ある 僕の 当 来 を 期待して ゐ 

た 飲酒家で あつたが、 予期に 脱れ てこん な 僕が 現れた 

ので、 常々 から 不平で あり、 多少の 悪声 を 放って ゐる 

らしかった。 僕が 酒 を 飲まない ために 悪声 を 放 たれた 

なんてい ふこと は 最初の 経験で ある。 

—— 「 一 分 刈りに して 呉れ ご 



達者が —— 」 

「酔っても、 もう 決して 喋 舌らん ぞご 

「それ は、 また 何う して ？」 

「無な の だ —— 。 無で あるのに、 喋 舌った など、 は、 

夢の やう だ ご 

極悪な 鏡な ので、 口 を あくと 般若の やうに なったり、 

返事の 代りに 首 を 動かす と、 眼が 裂けたり、 鼻が 天狗 

になった りした。 

「ふ ゝん、 夢の やう かね。 た、 V でさへ 人が 変った やう 

なのに、 頭まで 異 つてし まったら、 皆な が 見 違へ る だ 

らう。 後悔 はない かね ご 



田 巿の悴 の倉巿 (十三 歳) が 悲鳴 を 挙げて 龃け 込ん 

で 来た。 僕 は 火の気の ない 炉端に、 肘枕で 夢を見て ゐ 

たと ころだった。 寒い 原っぱ を ひとりで 歩いて ゐる夢 

だった。 せめて 大事に する もの は、 昆虫と 夢より 他 は 

なかった ので、 い つも 丁寧に 夢の こと を 日記に 誌して 

ゐた。 この 夢 も、 また 醒めたら 忘れぬ うちに 誌して お 

くの だから —— と 僕 は その 時 夢の 中で 眩いで ゐ たが、 

倉巿 のた > ならぬ 悲鳴に 驚いて —— それ は 可成 リ 長い 

はっきり とした 夢だった の だが、 寒い 原っぱと、 そし 

て その 眩き 以外 は 忘れた。 

あかい 蜂に 刺された、 それ だ！ と倉巿 は、 僕の 頭 



上の 壁に 懸 つた 標本 箱に、 ベ ッコゥ バチを 指さした。 

どこ だ/ \？ 早く 見せろ と 僕 は、 消毒薬 やら 

アム モニァ をと り 出して、 腕 まくり をした が、 倉巿は 

に はかに はにかんだ。 

臀部 を 刺されて ゐ たの だ。 

手 あて を 終へ て 僕が 小道具 を片 づけよう とすると、 

倉巿は 足の裏 をお さへ て 唇を嚙 んでゐ た。 痛々 し 気な 

踏み抜きだった。 五分 あまりの 黒い 竹の 先が、 つち ふ 

まず を 斜めに 貫いて 臀部より もこの 方が 重傷だった。 

「これ は 医者へ 行かなければ ならない ご 

僕の 解剖 刀 は 新しく、 ピンセット や 柄つ き 針の 類 ひ 



ス モスの 生垣の 向 方に 赤く 見えた かと 思 ふと、 何故か 

倉巿 は、 此処まで 来れば もう ひとりで 大丈夫 だから 降 

して 呉れ、 そして 小父さん は 此処で 待って ゐて 呉れ I 

I と 云 ひ 出して 諾 かなかった。 

そして 僕の 手から 杖 をと つて、 彼 は 一本 脚で 跳ねて 

行った。 僕 は、 その後ろ 姿 を 見る と 可憐に 堪 へられず、 

「伴いて 来て はいけ ない よ、 小父さん！」 

と 倉巿が 振り向いて 杖 を 振る 度に うむと 応 へて 暗が 

リ にしゃが むの だが、 到底 凝つ として は 居られな かつ 

た。 —— みちみち 訊いた ところに 依る と、 倉巿は 先程 

父親が 内職に して ゐる 泥鰌の も ぢりを 森の 向 方の 川へ 



(お、、 さっき は あんなに 苦しがって 悲鳴 を あげて ゐ 

たのに、 すっかり 涙 を 拭いて 男らしい 声 だ、 偉い ぞ！ 

と 僕 は 眩いだ。) 肩 を そび やかせて、 

「新田の 田巿の 惣領ぢ やよ —— 」 

と 名乗った。 

もう、 とつぷり と 日が 暮れて ゐた。 軒灯の 色が 赤で 

あるから ではない、 憤つ とした 顔つきで 襖の 間から 胡 

坐の ま、 顔 を 突き出した 五十 格 構の 金 眼鏡の 男の、 つ 

るリ とした やうな 顔 は 酒気で あか、 つた。 

「煩せ えな。 われ あ、 銭 もってん のか？」 

とほき 出した。 



帰リ にや 銭 もって 来る ご 

「われの ちゃん 公の 帰りなん て、 何で あてになる もん 

けえ。 喰 ひ 酔って、 鼻唄 ヅゥ もって 帰る づら ：：： 」 

「診て 呉ん ねえの か？」 

「貧棒 人の くせに、 足の トゲ 位ゐ、 うぬで 引つ こぬ け 

…：- J 

—— 僕 は 夢中で コスモスの 垣根 を 飛び越えた。 僕 は、 

玄関先へ、 全く 夢中で おどり 込む と 倉巿を 抱き あげて、 

「倉 巿、 御免よ —— 。 斯んな 医者より 俺の 道具の 方が 

安心 だ ご 

そして、 おびん ずるの やうな 医者の 顔に 眼眦を 裂い 



て、 

「馬鹿野郎 —— 」 

と あらん 限りの 声で 叫んだ。 すると 彼 は、 急に 微笑 

を湛 へて、 何 か 弁解の 辞 を 述べ はじめた が、 もう 僕の 

耳 はぐわん/^ と 鳴って ゐる ばかりで 何も 聞えず、 往 

きがけ と 違って 十 一 貫の 倉巿を まるで 軽々 と 担ぎ あげ 

て、 宵 月夜の 畦 道 を どんどんと 駆けて ゐた。 

わ あんくく！ 

倉巿は 僕の 腕の 中で、 クマ ゼミの やうに 激しく 泣き 

出した。 —— わ あん/ \ く— と 僕 も 倉 巿と同 

じ やうに 泣き喚いて ゐた。 それから、 僕が 不図、 あの 



今日 も 僕 は、 倉巿と 伴れ だって あの 川の ほとり を 散 

歩した。 

「俺が ベ ッコゥ に やられた の は、 この辺だった よご 

「あの ハチと あの クモ との 戦 ひ は、 珍ら しい もので は 

な いんだな ご 

「これから は、 うちのお つち やん は 田螺 を 探 すんだ 

よご 

「田螺 も 売れる のかね？」 

「手間に は 引き合 はねえ さう だが。 —— -」 

虫が ゐ なくなつ てからの 僕の 生活 は、 荒涼たる もの 

である。 噗は、 孤独の 怕ろ しさ を 味 はひ尽 して ゐ るの 
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